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本区は、これまで区民、事業者、区が一体となった地域力により、水とみどり豊かな住環境の

形成や地域のにぎわいづくりなどに取り組んできました。 

都市計画マスタープランが目指す将来都市像を実現していくためには、区民、事業者、区が相

互に連携・協力し、協働によるまちづくりを推進しなければなりません。 

１－１ 区民・事業者・区の役割 

協働によるまちづくりを推進するための区民、事業者、区の役割を以下に示します。 
 

区民の役割 

区民とは、区民一人ひとり、町会・自治会、まちづくり活動団体のことをいいます。 

区民は、まちづくりに対する関心を持ち、地域の課題を認識し、その課題解決に向けてさまざ

まなまちづくり活動や地域コミュニティ活動に積極的に参加することで、地域活動の活性化に

貢献します。 
 

事業者の役割 

事業者とは、区内において開発や建築行為などの事業を行う主体をいいます。 

事業者は、自らの活動が、地域に大きな影響を与えるという自覚と責任を持ち、都市計画マ

スタープランの将来都市像を認識した上で事業を実施し、課題解決やまちの魅力向上に貢献し

ます。 
 

区の役割 

区は、まちづくりの主体である区民や事業者に対し、情報提供や意識啓発などのまちづくり活

動に関する支援を行います。 

また、都市計画マスタープランの周知を図るとともに、区民の意見を尊重し、庁内の関連部署

との連携を図りながら、都市計画マスタープランに基づく施策・事業を展開します。 

＜区民・事業者・区の役割＞ 

 

 

 

 

 

協働によるまちづくり １ 

区 民 

 まちづくりへの関心・課題認識 

 まちづくり活動への参加 

 地域コミュニティ活動への参加 

事業者

 自らが地域へ与える影響の自覚 

 将来都市像の認識・理解 

 事業を通じた地域貢献 

区

 まちづくりの情報提供・意識啓発 

 

 庁内関連部署との連携 

協 働

地域力で育む  

暮らしやすいまち 

活力あふれるまち 

江 戸 川 
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１－２ 区民主体のまちづくりの推進 

本区は、地区計画＊や密集住宅市街地整備促進事業＊、景観まちづくりなど、地域の特性を活か

した区民主体のまちづくりを推進しています。 
 

進め方 

地区まちづくりの計画の策定は、初期の段階から区民が主体となり、地域の実情を踏まえなが

ら進めます。計画の推進は、区民の主体的な取り組みを基本に、区は必要な支援を行います。の
進まちづくりには、様々な段階があることから、初期の段階から順をおって区民主体のまちづく

りを支援していきます。 

 
＜区民主体のまちづくりの進め方イメージ＞ 
 

  

 

・
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン 

・
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
方
針
な
ど 

《
構
想
段
階
》 

 

《
計
画
段
階
》 

 

《
事
業
実
施
段
階
》 

 

《
管
理
運
営
段
階
》 

   
区 民 区 事業者

まちづくり
への関心 

地域の現状
や課題の認
識・共有 

まちづくりの
計画の策定 

まちづくりの
実践 

まちづくりの
継続 

●身近なまちづくり

への疑問 

●区のまちづくりの

方針の確認 

●参加意識の形成 

 

●情報提供  

・広報えどがわ 

・ホームページ 

●都市計画マスタ

ープランの将来

像などの認識 

●地域への協力 

意識の醸成 

 

 

関心 

 

情報 

提供 

 

情報 

提供 

 

●地域の現状に関する 

情報収集 

●勉強会などの立ち上げ・ 

参加 

●まちの現状・課題の把握 

 

 

●勉強会などまちづ

くり組織の設立・

運営を支援 

 

 

●まちづくりへの 

 参加 

 

情報 

提供 

 

協力 
要請 
 

支援 

 

●協議組織の設立・

運営支援 

●専門家の派遣 

●区民意見の集約 

●区の計画・事業へ

の反映 

 

 

 

●望ましいまちの 

イメージを検討 

●まちづくりの実現 

手法を検討 

●意見交換 

●まちづくりへ

の協力 

 

●まちづくりのルールの

遵守 

●道路・公園などの都市 

基盤整備への協力 

●まちづくりのルー

ルに基づく規制・

誘導 

●道路・公園などの

都市基盤整備 

●まちづくり 

への協力・実践 

●まちづくりの

ルールの遵守 

●良好な住環境

の創出 

 

 
●地域コミュニティや 

エリアマネジメント 

活動への参加 

・公共空間の美化 

・良好な街並み景観形成 

・にぎわい創出 

 

●人的なネットワー

クづくりの支援 

●地域コミュニティ

やエリアマネジメ

ント活動への支援 

●まちづくりの評価 

 

 

 

 

 

●地域コミュニ

ティやエリア

マネジメント

活動への協力 

提案 

 

指導・助言 

 

連携 

 

連携 

 

支援 

 

支援 

 

まちづくりの
段階 

ま
ち
づ
く
り
の 

ル
ー
ル
の
策
定 

規
制
・
誘
導
や 

都
市
基
盤
整
備 

管
理
運
営
や 

 

評
価 

更
な
る
ま
ち
づ
く
り
の
展
開
（
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
見
直
し
） 

地域力で育む 暮らしやすいまち 活力あふれるまち  江戸川 

支援 
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事業別のまちづくり 

事業別のまちづくりとして、地区計画＊と密集住宅市街地整備促進事業＊、市街地再開発事業＊、

スーパー堤防整備と一体となったまちづくり、エリアマネジメント＊活動の事例を示します。 
 

❑地区計画と密集住宅市街地整備促進事業  

 

 

区民主体のまちづくり 

・道路や公園・広場、土地利用、建物の老朽化、
人口・世帯など現状把握 

・大災害が発生した場合の火災、建物倒壊、道
路の閉塞など危険性の把握 

・防災まちづくりに関する区民の意識や意向の
確認              

など 

区の支援 

・まちづくりについて
話し合う機会づくり 

・まちの現状に関する
資料・データの提供 

提供 

・協議組織の設立・参加 

・望ましいまちのイメージの検討 

・防災まちづくりの手法の検討     

など 

・専門家の派遣 

・協議組織の運営支援 

・意見の集約・整理 

支援 

・防災まちづくりの目標や将来像の検討 

・まちづくり方針の検討 

・まちづくりのルールの検討 

・区民と区の役割分担の検討      
など 

・密集住宅市街地整備
促進事業の計画策定
（道路・公園の整備） 

・地区計画の策定 
（都市計画決定） 

提案 

① 

ま
ち
の
課
題
の 

認
識
・
共
有 

② 

協
議
組
織
の 

設
立
・
検
討 

③ 

計
画
の
策
定 

・住宅などの建替えの際のルール（地区計画）
の内容や届出など手続きの把握 

・密集住宅市街地整備促進事業への協力 
（道路・公園整備）          

など 

 

 

 

 

 

 

④ 

ま
ち
づ
く
り
の
実
施 

・地区計画の普及 

・地区計画によるまち
づくりの規制・誘導 

・密集住宅市街地整備
促進事業の実施 

連携 

まちづくりの
段階 

⑤ 

ま
ち
づ
く
り

の
継
続 

住宅などの建替え時にはまちづくりの 
ルールを遵守（壁面後退・生け垣設置など） 

など 

（提言書） 

密集住宅市街地整備促進事業による公園整備 

整備前 整備後 
公園 
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  地区計画と密集住宅市街地整備促進事業の事例（春江町三丁目南地区） 

【平成 10（1998）～平成 11（1999）年】 

区が、一之江三丁目全域、春江町三丁目 1～13 番、西瑞江三丁目全域において、防災な

どまちづくりの課題を分析するための各種調査を実施 

【平成 12（2000）年 1 月】 

区が住民に対して、調査結果の報告会を開催 

【平成 13（2001）年 5 月】 

まちづくり協議会の会員を募集 

 

【平成 13（2001）年 9 月】 

地区内の町会・自治会の関係者や公募会員が参

加したまちづくり協議会を発足 

 

【平成 13 年 9 月～平成 15（2003）年度】 

・まち歩きを通じ、「まちの点検マップ」の作成する

とともに、まちづくりの課題や重要テーマ（道路、

住宅の建替え、防災）について話し合いを実施 

・協議会において、まちづくりの「目標や方針」、「将

来像」などをまとめ、その内容を区に提案 

・区は、まちづくり提言書を基に、密集住宅市街地

整備促進事業の計画や地区計画＊を検討 

 

【平成 16（2004）年 3 月】 

 密集住宅市街地整備促進事業の事業計画の策定 

（大臣同意） 

【平成 17（2005）年 1 月】 

春江町三丁目南地区地区計画の都市計画決定 

 

【平成 17 年 1 月以降】 

・密集住宅市街地整備促進事業により、消火活動の軸となる防災道路整備や広場を整備 

・地区計画に基づき、住宅など建築物の建替えの際には、壁面後退や生け垣の設置など、

規制・誘導 

 

 

 

 

 

 

 

① 

ま
ち
の
課
題
の 

認
識
・
共
有 

② 

協
議
組
織
の 

設
立
・
検
討 

③ 

計
画
の
策
定 

④ 

ま
ち
づ
く
り
の
実
施 

まち歩きの様子 

密集住宅市街地整備促進事業で整備された道路 

整備前 整備後 

協議会の様子 
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❑市街地再開発事業  

区 民 

・道路や公園・広場、土地利用、建物の老朽化、
人口・世帯、交通量、商業販売額など現状の
把握 

・市街地再開発事業の仕組みやメリット・デメ
リットの確認            

など 

・まちの現状に関する
資料・データの提供 

・まちづくり事業に 
関する情報提供 

提供 

・協議組織の設立・参加 

・まちの将来像についての検討 

・まちづくりの進め方についての検討 

  など 

・専門家の派遣 

・協議組織の事務局と
して運営支援 

・意見の集約・整理 

・地区計画の都市計画
決定 

支援 

・専門家の派遣 

・権利者の合意形成 
支援 

・市街地再開発事業の
都市計画決定 

支援 

① 

ま
ち
づ
く
り
の 機

運
醸
成 

② 

協
議
組
織
の 

設
立
・
検
討 

④ 

ま
ち
づ
く
り
の
実
施
・
継
続 

区の支援 まちづくりの
段階 

③ 

計
画
の
策
定 

・事業協力者（デベロッパーなど）の選定 

・まちづくり方針の検討 

・再開発ビルの施設計画の検討 

・地域貢献策（防災、環境など）の検討 

・事業採算性の検討 

・権利者の意向の把握 

・事業計画の策定（事業認可） 

                  など 

・再開発ビルの着工 

・再開発ビルの管理運営体制の構築 

・公共空間の活用（イベントなど） 

など 

 

 

 

 

 

 

 

市街地再開発事業による公共空間整備 

3.6ｍ 
6.0ｍ 

市街地整備事業で整備された地域貢献施設 

（防災井戸） 
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  市街地再開発事業の事例（南小岩六丁目地区） 

【平成 19（2007）年】 

・区が小岩駅周辺の商業活性化に向けた

意見交換会を開催し、駅周辺の各地区

が抱える課題を共有 

・意見交換会をきっかけに、まちづくり

の意識が高まり、各地区での勉強会の

立ち上げにつながる 

【平成 19（2007）年 7 月～平成 21（2009）年度】 

・南小岩六丁目地区では、「631 地区世話人

会」が発足し、まちづくりについての勉強

会を開催 

・勉強会では、区外の先進地の事例について

学ぶとともに、再開発事業の進め方につい

て、複数案を検討 

・小岩駅周辺の他地区のまちづくりの進捗

を共有しながら検討 

【平成 22（2010）年 4 月】 

平成 21 年度の検討内容をまとめた中間報

告会を開催し、その後、区や専門家の助言を

得ながら、事業面や技術面の検討を行い、事

業区域やまちづくりの考え方をとりまとめ 

【平成 22（2010）年 8 月】 

これまでの検討経緯、事業区域と計画パター

ン、今後の進め方などを「第 1 次素案」とし

てとりまとめ、報告会を開催（開催結果を受

け、権利者へのアンケートを実施） 

【平成 23（2011）年 5 月】 

これまでよりさらに具体的な検討を進めるため、「発起人準備会」を発足 

【平成 24（2012）年 7 月】 

事業化に向けた検討を進めるため、「南小岩六丁目地区市街地再開発準備組合」を発足 

【平成 25（2013）年 5 月】 

計画検討や資金調達などを円滑に進めるための事業協力者と、事業推進の全体調整や計画

案の作成を支援する事業コンサルタントを選定 

【平成 26（2014）年 10 月】 

市街地再開発事業＊の施行区域、建築物の規模などの基本的な計画を都市計画決定 

【平成 28（2016）年 12 月】 

市街地再開発事業の事業計画の策定 

（事業認可） 

【平成 30（2018）年度以降】 

平成 30 年度から再開発ビルを着工し、 

概ね 6 年後に工事完了予定 

 

 

 

 

 

 

 

① 

ま
ち
づ
く
り
の 

機
運
醸
成 

② 

協
議
組
織
の
設
立
・
検
討 

整備イメージ 

④ 

ま
ち
づ
く
り
の 

実
施
・
継
続 

③ 
計
画
の
策
定 

勉強会での検討の様子 

南小岩六丁目地区の位置 

（JR 小岩駅周辺地区まちづくり基本構想 

（平成 20 年 11 月）より） 
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❑スーパー堤防整備と一体となったまちづくり 

 

 

  

 

 

区 民 

・道路や公園・広場、土地利用、建物の老朽化、
人口・世帯などの現状把握 

・大災害が発生した場合の火災、建物倒壊、水
災、建物の浸水、避難困難などの危険性の把
握 

・防災まちづくりに関する区民の意識や意向
の確認           

など 

・まちづくりについて
話し合う機会づくり 

・まちの現状に関する
資料・データの提供 

・市街地整備の手法に
ついての紹介 

・河川管理者（国や都）
によるスーパー堤防
整備事業の情報提供 

・整備手法（※1）の 
紹介 

提供 

・協議組織などの設立・参加 

・望ましいまちのイメージ検討 

・防災まちづくりの手法の検討 

など 

・専門家の派遣 

・協議組織の運営支援 

・意見の集約・整理 

支援 

・防災まちづくりの目標や将来像の検討 

・まちづくり方針及び整備手法の検討 

・まちづくりなどのルールの検討      

など 

・まちづくりの整備手
法の検討とスーパー
堤防整備の検討（区、
関係機関） 

・都市計画決定などの
手続き 

・まちづくり整備事業
に応じた事業計画策
定 

・住宅再建などの進め
方の情報提供 

① 

ま
ち
づ
く
り
の
機
運
醸
成 

② 

協
議
組
織
の 

設
立
・
検
討 

③ 

計
画
の
策
定 

・円滑な事業の協力 

・住宅などの再建築時にはまちづくりなどの 
ルールを遵守            

など 

④ 

ま
ち
づ
く
り
の 

実
施
・
継
続 

・事業の実施 

連携 

提案 

区の支援 
まちづくりの

段階 

（※1）整備の手法については、「個別防災対策強化タイプ」、「面整備タイプ」、「連鎖型整備タイプ」、「整備促進タ

イプ」の４タイプがあります。タイプに応じて「土地区画整理事業」、「市街地再開発事業」、「防災街区整

備事業」、「地区計画」、「共同建替」、「市街地開発事業」を選択して河川管理者とともに進めていく方針で

す（江戸川区スーパー堤防整備方針（平成 18 年 12 月作成）より）。 
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スーパー堤防整備と一体となったまちづくりの事例（北小岩一丁目東部土地区画整理事業） 

【平成 16（2004）～平成 19（2007）年】 

・国のスーパー堤防整備計画地内の

江戸川沿川の北小岩は都市基盤の

整備水準が低く、地震・火災などに

脆弱な地域であることから、まちづ

くりの意見交換会を開催 

・意見交換会では、まちづくりに併せ

てスーパー堤防を整備するのが合

理的であるため、各種情報を提供 

 

【平成 18（2006）～平成 19（2007）年】 

・北小岩江戸川町会 18 班において、地域の課題

解消に向けたまちづくりの話し合いが開始 

・まちづくり意見交換会が設置・開催され、ワーク

ショップなどを通じてまちづくり（案）を検討す

るとともに、将来のまちづくりのイメージとし

て立体模型を作成 

 

 

 

【平成 19（2007）～平成 21（2009）年】 

・平成 18 年度からの「まちづ

くりワークショップ」を通し

て提案されたまちづくり

（案）を基に国や都など関係

機関との協議が進められ、そ

の結果を踏まえたまちづく

り案（2 案）について再度、

住民で検討し、意見集約 

・土地区画整理事業後のまちづ

くりのルール（地区計画＊）

についての意見交換を実施 

【平成 21（2009）～平成 23（2011）年】 

住民意見を反映した土地区画整理事業の都市計画、事業計画を決定 

【平成 23（2011）年 5 月】 

土地区画整理事業の事業開始 

【平成 27（2015）年 12 月】 

まちづくりのルールに対する住民意見を踏まえ

て、地区計画を決定 

【平成 29（2017）年 9 月】 

地権者への土地の引渡し、地区計画によるまちづ

くりのルールに基づき、宅地の利用開始 

 

 

 

 

 

 

① 

ス
ー
パ
ー
堤
防
整
備
へ
の 

理
解
醸
成 

②
協
議
組
織
の
設
立
・
検
討 

③ 

計
画
の
策
定 

④ 

ま
ち
づ
く
り
の 

実
施
・
継
続 

意見交換会の様子 

まちづくりのイメージの模型 

住民との意見集約案 

スーパー堤防の傾斜は３％と非

常に緩やかな傾斜になります。 

道路と JR 用地との間に 1ｍ程度の空間を配置し植栽

等を設けることで JR 軌道敷側への景観の向上や騒音

の低減を図ります。 

現況堤防部分の道路の接続

については通過交通として

入り込みづらいような印象

を与える接続とします。 

現況堤防部分の道路配置につ

いては緑地を分断しない配置

とします。 

また、植栽等を適宜配置し、

景観の向上や地区の憩いの場

の創出、騒音や風の影響の低

減などを図っていきます。 

既存の JR 総武線下部の歩行者・自転

車用通路は通行できるように検討し

ています。 

造成完了後の宅地利用 
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  河川環境整備を契機としたエリアマネジマント活動の事例（新川千本桜の会） 

 

 

 

 

 

【平成 6（1994）～平成 19（2007）年】 

東京都が護岸の耐震・環境整備を実施 

【平成 19（2007）～平成 26（2014）年】 

・区が都の未整備箇所の整備をするとともに、新川両岸の遊歩道に桜を植樹し、江戸情緒あふれる街並

みとして整備する「新川千本桜計画」を平成 19 年 4 月から開始 

・平成 19 年 11 月には、住民らが新川を街の誇りとして次世代へと継承することを目的に「新川千本

桜の会」を設立 

・千本桜の植栽を実現するために住民自らが「新川千本桜基金」を立ち上げ、8,600 万円の浄財を区に

寄付するなど、住民と区の協働により平成 26 年度に千本桜が完成 

 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成 26 年～】 

・平成 26 年度には、耐震護岸整備及び遊歩道整備が完了 

・同年 4 月からは「新川千本桜の会」が主催する「新川さくらまつり」が毎年開催され、新しい桜の名

所づくりが進められているほか、ボランティアによる日常的な清掃や近隣小学校による景観学習が行

われるなど、新川を軸としたエリアマネジメント活動が展開 

・新川千本桜の拠点施設として整備された「新川さくら館」では、桜の時期以外にも、地元農産物が並

ぶ「あさ市」や落語の寄席、和風カフェが登場する「江戸楽遊にわカフェ」などが区民主体で開催さ

れており、新川を活かしたにぎわいが年間を通して定着 

まちづくりは、都市基盤の整備などの事業が完了したら終わりではありません。整備され

た都市基盤や都市空間などを活用して、住民などの関係者が主体となって、にぎわいや活気

の創出、良好な住環境の形成などに取り組むことが大切です。このような住民が主体となっ

て、まちとしての価値や魅力を維持し、高める活動を「エリアマネジメント＊」と言います。

ここでは、新川の整備を契機としたエリアマネジメント活動の事例を示します。 

住民が主催する「新川さくらまつり」 

 

新川さくら館を拠点としたイベント 

 

区と住民の協働により整備された新川千本桜（新川の全⻑３㎞の両岸に桜を植樹） 
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１－３ 都市計画制度の活用 

都市計画マスタープランが目指す将来都市像の実現にあたっては、同プランに基づく総合的な

施策展開や都市計画制度などの活用を図るとともに、国、都、隣接区・・市との広域連携を強化し

ます。 

 

総合的な施策の展開 

医療・・福祉・・教育など、他分野の施策を展開する際には、まちづくりの総合的な指針である都

市計画マスタープランを積極的に活用し、その実現を図ります。 

 

多様な手法の活用 

まちづくりは、都市基盤の整備、開発・・建築行為などを通じて実現します。実現にあたり、都

市計画における規制・・誘導手法を有効に活用するため、都市計画の決定や見直しを行います。こ

れらを行なう際には、適切な時期に情報を提供し、区民の意見を反映しながら進めます。 

＜主な規制・誘導手法＞ 

分野 規制・誘導手法 

土地・建物利用 用途地域、防火・準防火地域、特別用途地区、高度地区 

都市基盤 都市計画道路、土地区画整理事業、市街地再開発事業、都市計画公園 

開発・建築               
地区計画、景観地区、 

江戸川区住宅等整備事業における基準等に関する条例 

みどりの保全 生産緑地地区、特別緑地保全地区 

 

広域的な連携 

幹線道路や公共交通、大規模公園、河川管理施設などは、広域的な観点で計画、整備される都

市基盤であることから、これらの整備推進や維持管理にあたっては、国、都、隣接区・・市と連携

を図り、関係機関と役割を分担しながら推進します。国や都などが主体となる事業では、区民な

どの意向も踏まえ事業が円滑に推進するよう働きかけます。 
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計画の進行管理   

 

都市計画マスタープランは、中長期的な視点に立つ区のまちづくり方針であり、将来都市像

を実現していくため、計画の進行管理を行い、必要に応じて適宜見直しを行います。 

 

１）基本的な考え方 

都市計画マスタープランの進行管理は、以下に示すように、計画・（Plan)、実行・（Do）、点検・・

評価（Check）、改善・見直し（Action）の PDCAサイクルにより行います。 

 

＜PDCAサイクルのイメージ＞ 

  

Plan（計画） 

都市計画マスタープラン改定 

【平成 30（2018）年度】 

都市計画マスタープランの見直し 

Do（実行） 

まちづくりの施策・事業の実施 

Check（点検・評価） 

成果・進捗の把握 

Action（改善・見直し） 

都市計画マスタープランの 

見直しの必要性の検討 

２ 
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２）到達目標 

地域で実施する事業やまちづくりのテーマに対応した指標について、10年後、20年後の目

標値を設定します。 

＜区全体の到達目標＞ 

指標 
平成 11 年 

策定時 

現状 

（2017） 

目標 

10 年後（2028） 20 年後（2038） 

都市計画道路完成率 69％ 79％ 88％ 94％ 

自転車走行環境整備路線延長 約 1.7・km 約 41km 107km 153km 

＜地域の到達目標＞ 

 事業 地区 
平成 11 年 

策定時 
現状 

目標 

10 年後
（2028） 

20 年後
（2038） 

小
松
川
・
平
井 

市街地再開発事業 
小松川地区 事業中 事業中 完了 完了 

平井五丁目駅前地区 - 事業中 完了 完了 

密集住宅市街地整備促進事業 平井二丁目付近地区 - 事業中 完了 完了 

中
央 

密集住宅市街地 

整 備 促 進 事 業 

松島三丁目地区 - 事業中 完了 完了 

一之江三丁目南地区 - 完了（2016） 完了 完了 

一之江四丁目南地区 - 事業中 完了 完了 

一之江駅付近地区 事業中 完了（2007） 完了 完了 

上一色・本一色・興宮町地区 - 事業予定 事業中 完了 

葛
西 

（
北
部
） 

密集住宅市街地整備促進事業 二之江西地区 - 事業中 完了 完了 

葛
西 

（
南
部
） 

密集住宅市街地整備促進事業 中葛西八丁目地区 - 事業中 完了 完了 

小
岩 

連続立体交差事業 京成本線 - 計画 着手 完了 

市街地再開発事業 

JR 小岩駅北口地区 - 準備組合設立 完了 完了 

南小岩六丁目地区 - 組合設立認可 完了 完了 

南小岩七丁目地区 - 準備組合設立 完了 完了 

南小岩七丁目西地区 - 完了（2015） 完了 完了 

密集住宅市街地 

整 備 促 進 事 業 

南小岩七・八丁目地区 - 事業中 完了 完了 

南小岩南部・東松本付近地区 - 事業中 完了 完了 

土地区画整理事業 
北小岩一丁目東部 - 事業中 完了 完了 

南小岩七丁目 - 都市計画決定 事業中 完了 

鹿
骨 

土地区画整理事業 

篠崎駅東部 事業中 完了 完了 完了 

篠崎駅西部 - 事業中 完了 完了 

上篠崎一丁目北部 - 事業中 完了 完了 

東
部 

密集住宅市街地 

整 備 促 進 事 業 

春江町三丁目南地区 - 完了（2018） 完了 完了 

江戸川一丁目地区 - 事業中 完了 完了 

下鎌田東地区 - 完了（2017） 完了 完了 

土地区画整理事業 瑞江駅西部 事業中 事業中 完了 完了 
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現 状 
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20年後のイメージ 
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